
敬
祖
会
講
演
資
料

方に莫入り幸でまさしめそ．荒ぶる神甚多なり．今、蕊より砿脚蔚を懲はさむ。

な

い

い

と

さ

は

｜
『
古
事
記
』
に
み
る
八
腿
烏

［
出
典
］
日
本
古
典
文
学
大
系
１
『
古
事
記
祝
詞
』
（
岩
波
書
店
）

［
書
き
下
し
文
］
含
』
認
後
か
ら
５
行
目
）

こ

こ

み

こ

と

さ

と

ま

を

是
に
亦
、
高
木
の
大
神
の
命
以
ち
て
覚
し
白
し
け
ら
く
、
「
天
つ
神
の
御
子
を
此
よ
り
奥
つ

み

ち

び

あ

と

い

鍬、其の八胆烏引道きてむ。其の立たむ後より幸行でますべし。」とまをしたまひき。

さ

と

ま

に

ま

故
、
其
の
教
へ
覚
し
の
随
に
、
其
の
八
胆
烏
の
後
よ
り
幸
行
で
ま
せ
ぱ
、
吉
野
河
の
河
尻
に
到

りましし時墾を偶せてゞ
縄を取る人有りき。

［
書
き
下
し
文
］
念
．
忌
む

是
に
兄
宇
迦
斯
、

に問ひて日ひしぐ、「今、天っ神の御子幸でましっ・錨舗仕へ義らむや。」といひき．

い

い

［
書
き
下
し
文
］
含
誤
ペ
ー
ジ
始
め
か
ら
４
行
目
、
下
か
ら
三
文
字
目
よ
り
）

み

い

ぐ

さ

し

か

さ

が

ま

た

み

ち

既
に
し
て
皇
師
、
中
州
に
趣
か
む
と
す
。
而
る
を
山
の
中
嶮
絶
し
く
て
、
復
行
く
べ
き
路
無
し
。

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
す
め
ら
み
こ
と

乃ち棲邉ひて其の恥み蜘かむ所を知らず。時に夜夢みらく、天照大神、天皇

し
じ
ま

を

し

い

く

に

の

み

ち

び

き

に訓へまつりて日はく、『職今薙驚を蕊す。以て郷導者としたまへ」との

二
『
日
本
書
紀
』
に
み
る
八
阻
烏

［
出
典
］
日
本
古
典
文
学
大
系
雪
『
日
本
書
紀
（
上
こ
（
岩
波
書
店
）

お

ほ

ぞ

ら

と

く

だ

たまふ。果たして疎肪卿蔚有りて、空より翔び降る。

鍬蕊に宇陀に兄宇迦斯弟宇迦斯の一一人有りき、故、先づ八胆烏を遣わして、’一人

い
か
へ

鰯か礎を以ちて其の使を待ち射返しき．

ｌ
ｍ
ｌ

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
六
日

市
忠
顕

す
め
ら
み
こ
と

天

皇

、１

の
日
は
く
、

「
此
の
烏



あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
な
お
も
ほ

天
照
大
神
、
以
て
基
業
を
助
け
成
さ
む
と
欲
せ
る
か
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
時
に
、

瀧戚や暁の齢っ礁臨お臨み鉦、椛鞍琴蝿ゐて、元戎に督将として、山を

お
ほ
つ
は
も
の
い
ぐ
さ
の
き
み

た

ち

さ

つ

ぎ

い

へ

あ

ま

つ

か

み

み

こ

い

ま

し

烏
即
ち
避
去
り
ぬ
。
次
て
、
弟
磯
城
が
宅
に
到
り
て
、
鳴
き
て
日
は
く
、
「
天
神
の
子
、
汝
を

い

ほ

り

あ

ま

つ

か

み

み

こ

い

ま

し

遣
わ
し
て
召
す
。
時
に
、
烏
其
の
営
に
到
り
て
鳴
き
て
日
は
く
、
「
天
神
の
子
、
汝
を
召
す
。

し
も
つ
き
み
ず
の
と
ゐ
つ
い
た
ち
つ
ち
の
と
み
み
い
ぐ
さ
お
ほ
こ
ぞ

十
有
一
月
の
癸
亥
の
朔
己
巳
に
、
皇
師
大
き
に
挙
り
て
、
磯
城
彦
を
攻
め
む
と
す
。
先

［
書
き
下
し
文
］
危
宝
頁
終
わ
り
か
ら
３
行
目
、
行
頭
か
ら
）

る
。 路み啓け行きて、乃ち烏の向ひの尋に、仰ぎ視て追ふ。遂に難餓も定締にと舗凱た

ふ

み

ち

を

わ

ま

ま

あ

ふ

か
し
こ
ま

召
す
。
率
わ
、
率
わ
」
と
い
ふ
。
時
に
弟
磯
城
｛
立
心
偏
に
鰈
の
秀
］
然
（
お
）
ぢ
て
、
改
容
り
て
日

め

お

ほ

み

こ

と

う

や

た

の

か

ら

す

づ
使
者
を
遣
は
し
て
、
兄
磯
城
を
徴
さ
し
む
。
兄
磯
城
、
命
を
承
け
ず
。
更
に
、
頭
八
腿
烏
を

い

か

く

ひ

ら

で

な

く

ら

ひ

も

の

あ

烏
。
汝
が
若
此
鳴
く
」
と
い
ひ
て
、
即
ち
葉
盤
八
枚
を
作
し
て
、
食
を
盛
り
て
饗
ふ
。
因
り
て

ひ
き
ま
か
な

みっっある時に、熟樅ぞ融蔚の浄此悪しく鳴く」といひて、乃ち弓を轡ひて射る。

い

ざ

い

ざ

率
わ
、
率
わ
」
と
い
ふ
。

ま

ま

ま

う

ま

う

ま

う

あ

ま

つ

か

み

い

う

け

た

ま

は

烏
の
随
に
、
詣
到
り
て
告
し
て
日
さ
く
、
「
吾
が
兄
、
兄
磯
城
、
天
神
の
子
来
で
ま
す
と
間

や

つ

こ

あ

め

お

す

の

か

み

あ

し

た

ゆ

ふ

く

お

か

し

こ

ま

は
く
、
「
臣
、
天
圧
神
至
り
ま
す
と
間
き
て
、
旦
夕
に
畏
ぢ
、
擢
る
。
善
き
か
な
、

お

の

よ

さ

か

り

み

お

や

の
来
る
こ
と
、
自
づ
か
ら
に
祥
き
夢
に
叶
へ
り
。
大
き
な
る
か
な
、
赫
な
る
か
な
。
我
が
皇
祖

果たして逆賊ふ意有り。召すにも霜」ず．ぁ難せ迷隷伽に」とのたまふ。諸将日さ

あ
た
な
こ
こ
ろ

も
ろ
も
ろ
の
い
ぐ
さ
の
き
み
つ
ど

ふ
く
し
。
」
と
ま
う
す
。
天
皇
乃
ち
諸
将
を
会
へ
て
、
問
ひ
て
日
は
く
、
「
今
兄
磯
城
、

や

そ

た

け

る

あ

っ

っ

は

も

の

そ

な

た

た

か

りて、則ち八十鳧帥を聚めて、兵甲を具へて、決戦はむとす。す難かに碓辨りたま

１

、

、

ｖ

力

ｖ

兄
磯
城
盆
り
て
日
は
く
、

’
○
’

あ

め

お

す

の

か

み

い

ま

あ

れ

た

「
天
圧
神
至
し
っ
と
間
き
て
、
吾
が
慨
憤



い

ひ

さ

と

も

ま

つ

ろ

い

ぐ

さ

の

ぞ

弟
倉
下
に
説
さ
し
め
た
ま
へ
・
如
し
遂
に
帰
順
は
ず
ぱ
、
然
し
て
後
に
、
兵
を
挙
げ
て
臨
ま

え

さ

と

あ

た

を

し

え

く

ら

じ

く
、
「
兄
磯
城
は
酷
き
賊
な
り
。
先
づ
弟
磯
城
を
遣
は
し
て
曉
へ
職
さ
し
め
、
井
せ
て
兄
倉
下
．

な

ほ

は

か

り

ご

と

し

た

が

か

を
、
兄
磯
城
等
、
猶
愚
な
る
謀
を
守
り
て
、
承
伏
ひ
肯
へ
に
す
（
原
文
は
不
肯
承
伏
）
。

むこと、亦確

賀
茂
社

山
城
の
國
の
風
土
記
に
日
は
く
、
可
茂
の
社
。
可
茂
と
称
（
い
）
ふ
は
、
日
向
の
曾
の
峰
に
天
降
（
あ

も
）
り
ま
し
し
神
、
賀
茂
建
角
身
命
、
神
倭
石
余
比
古
命
の
御
前
に
立
ち
ま
し
て
、
大
倭
（
や
ま
と
）

の
葛
木
山
の
峰
に
宿
（
や
ど
）
り
ま
し
、
彼
（
そ
三
よ
り
漸
（
や
く
や
く
）
に
遷
（
う
つ
）
り
て
、

山
代
の
國
の
岡
田
の
賀
茂
に
至
り
た
ま
ひ
、
山
代
河
の
随
（
ま
に
ま
）
に
下
り
ま
し
て
、
葛
野
河
と

賀
茂
河
と
の
会
う
所
に
至
り
ま
し
、
賀
茂
川
を
見
は
る
か
し
て
、
言
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
狭
小

（
さ
）
く
あ
れ
ど
も
、
石
川
の
清
川
（
す
み
か
は
）
な
り
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
価
（
よ
）
り
て
、

名
づ
け
て
石
川
の
瀬
見
の
小
川
と
日
ふ
。
彼
の
川
よ
り
上
り
ま
し
て
、
久
我
の
國
の
北
の
山
基
に
定

ま
り
ま
し
き
。
爾
（
こ
の
時
よ
り
、
名
づ
け
て
賀
茂
と
日
ふ
。
賀
茂
建
角
身
命
、
丹
波
の
國
の
神

野
の
神
伊
可
古
夜
日
女
に
み
婆
（
あ
）
ひ
て
生
み
ま
せ
る
み
子
、
名
を
玉
依
日
子
と
日
ひ
、
次
を
玉

依
日
売
と
日
ふ
。
玉
依
日
売
、
石
川
の
瀬
見
の
小
川
に
川
遊
び
せ
し
時
、
丹
塗
矢
、
川
上
よ
り
流
れ

下
り
き
。
乃
ち
取
り
て
、
床
の
辺
に
挿
し
置
き
、
遂
に
孕
み
て
男
子
を
生
み
き
。
人
と
成
る
時
に
至

り
て
、
外
祖
父
（
お
ほ
ぢ
）
、
建
角
身
命
、
八
尋
屋
を
造
り
、
八
戸
（
や
と
）
の
扉
を
竪
（
た
）
て
、

八
腹
（
や
は
ら
）
の
酒
を
醸
（
か
）
み
て
、
神
集
へ
に
集
へ
て
、
七
日
七
夜
楽
遊
（
う
た
げ
）
し
た

ま
ひ
て
、
然
し
て
子
と
語
ら
ひ
て
言
（
の
）
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
（
い
ま
し
）
の
父
と
思
は
む
人
に

此
の
酒
を
飲
ま
し
め
よ
。
」
と
の
り
た
ま
へ
ぱ
、
即
（
や
が
）
て
酒
坏
（
さ
か
づ
き
）
を
挙
（
さ
さ
）

げ
て
、
天
（
あ
め
）
に
向
き
て
祭
ら
む
と
為
（
お
も
）
ひ
、
屋
の
莞
を
分
け
穿
ち
て
天
（
あ
め
）
に

升
り
き
、
乃
ち
外
祖
父
（
お
ほ
ぢ
）
の
み
名
に
因
り
て
、
可
茂
別
雷
命
と
号
（
な
づ
）
く
。
謂
は
ゅ

る
丹
塗
矢
は
、
乙
訓
の
郡
の
社
に
坐
せ
る
火
雷
神
（
ほ
の
い
か
づ
ち
の
か
み
）
な
り
。
可
茂
建
角
身

命
、
丹
波
の
伊
可
古
夜
日
売
、
玉
依
日
売
、
三
柱
の
神
は
、
蓼
倉
の
里
の
一
二
井
の
社
に
坐
す
。

（
釈
日
本
紀
巻
九
）

三
『
山
城
国
風
土
記
』
（
逸
文
）

［
出
典
］
日
本
古
典
文
学
体
系
２
『
風
土
記
』
（
岩
波
書
店
）
亨
虐
や
造
の

賀
茂
乗
馬

妖
（
い
る
せ
）
玉
依
日
子
は
、
今
の
賀
茂
縣
主
等
が
遠
つ
祖
な
り
。
其
の
祭
祀
の
日
、
馬
に
乗
る

こ
と
は
、
志
貴
島
の
宮
に
御
宇
（
あ
め
の
し
た
し
ろ
）
し
め
し
し
天
皇
（
す
め
ら
み
こ
と
・
・
欽
明
天

皇
）
の
御
世
、
天
の
下
國
挙
（
こ
ぞ
）
り
て
風
吹
き
雨
零
（
ふ
）
り
て
、
百
姓
（
お
ほ
み
た
か
ら
）

す

な

は

よ

さ

あ

し

さ

し

め

し

か

か
ら
じ
」
と
ま
う
す
。
乃
ち
弟
磯
城
を
し
て
、
利
も
害
も
開
示
さ
し
む
。
而
る

｜
司
Ｉ



含
愁
（
う
れ
）
へ
き
。
そ
の
時
、
ト
部
、
伊
吉
の
若
日
子
に
勅
（
み
こ
と
の
り
）
し
て
卜
へ
し
め
た

ま
ふ
に
、
乃
ち
卜
へ
て
、
賀
茂
の
神
の
崇
り
な
り
と
奏
（
ま
を
）
し
き
。
価
り
て
四
月
（
う
づ
き
）

の
吉
日
（
よ
き
ひ
）
を
撰
び
て
祀
る
に
、
馬
は
鈴
を
係
け
、
人
は
猪
の
頭
を
蒙
（
か
が
ふ
）
り
て
、

駈
馳
（
は
）
せ
て
、
祭
祀
（
ま
つ
り
）
を
為
し
て
、
能
く
祷
（
ね
）
ぎ
祀
（
ま
つ
）
ら
し
め
た
ま
ひ

き
。
因
り
て
五
穀
（
た
な
つ
も
の
）
成
就
（
み
の
）
り
、
天
の
下
（
あ
め
の
し
た
）
豊
平
（
ゆ
た
か
）

な
り
き
。
馬
に
乗
る
こ
と
此
に
始
ま
れ
り
。

（
本
朝
月
令
所
引
、
泰
氏
本
系
帳
）

す

な

は

う

け

ひ

さ

か

づ

き

そ

な

さ

か

づ

き

乃
ち
宇
気
比
酒
を
造
り
、
子
を
し
て
杯
酒
を
持
ち
て
父
に
供
へ
し
む
。
此
の
子
、
酒
盃
を

三
井
社

又、
丹
波
（

い

は

あ

ま

つ

か

み

み

こ

す

な

は

あ

め

の

ぽ

持
ち
て
天
雲
に
振
り
上
げ
て
云
く
、
「
吾
は
天
紳
の
御
子
な
り
」
と
。
乃
ち
天
に
上
る
。

を
の
こ

た
る
を
知
る
。
遂
に
男
子
を
生
む
。
其
の
父
を
知
ら
ず
。
是
に
於
い
て
其
の
父
を
知
ら
む
が
為
に
、

か

ざ

さ

か

き

あ

れ

く

さ

ぐ

さ

い

る

い

と

待
て
。
又
走
馬
を
餅
り
、
奥
山
の
賢
木
を
取
り
て
阿
礼
に
立
て
、
種
種
の
練
色
を
垂
で
よ
。

四
旧
記
（
鎌
倉
時
代
初
期
：
内
容
は
十
世
紀
中
頃
ま
で
に
成
立
［
三
宅
和
朗
］
）

す

な

は

と

こ

も

と

な

は

ら

み

に
依
る
有
り
。
副
ち
之
を
取
り
て
床
下
に
挿
す
。
夜
美
男
に
化
り
到
り
て
相
副
う
。
即
ち
姫
身

又
、
日
は
く
、
蓼
倉
の
里
、
三
身
（
み
み
）
の
社
。
三
身
と
称
（
い
）
ふ
は
、
賀
茂
建
角
身
命
、

丹
波
（
た
に
は
）
の
伊
可
古
夜
日
女
、
玉
依
日
女
、
三
柱
の
神
の
み
身
坐
（
い
ま
）
す
。
故
、
三
身

の
社
と
号
（
な
づ
）
く
。
今
は
漸
（
や
く
や
く
）
に
三
井
の
社
と
い
ふ
。
（
釈
日
本
紀
巻
九
）

ゆ

え

あ

ま

つ

か

み

み

こ

わ

け

い

か
づ

ち

の

か

み

し

よ

う

と
、
此
の
縁
因
な
り
。
山
本
に
坐
す
天
神
の
御
子
は
別
雷
神
と
称
す
。

［
参
照
文
献
］
三
宅
和
朗
著
『
古
代
の
神
社
と
祭
り
』
（
ロ
届
巴
、
義
江
明
子
箸
『
日
本
古
代
の
祭
祀

と
女
性
』
谷
．
詮
）
、
建
内
光
儀
著
『
上
賀
茂
神
社
』
谷
．
旨
．
ロ
ｇ
巴
元
は
『
年
中
行
事
秘
抄
』

賀
茂
祭
の
条

し

た

が

か

あ

ふ

ひ

の

か

つ

ら

の

即
ち
夢
の
教
え
に
随
ふ
。
彼
の
神
の
祭
に
走
馬
併
び
に
葵
績
．
楓
籟
を
用
ゐ
し
む
こ

あ

ふ

ひ

か

つ

ら

か

づ

ら

い

つ

わ

れ

み

お

や

の

か

み

又
葵
・
楓
の
漣
を
造
り
、
厳
に
飾
り
て
之
を
待
て
。
吾
将
に
来
た
ら
む
」
と
。
御
祖
神

お

の

お

の

わ

れ

あ

ま

つ

は

ご

ろ

も

あ

ま

つ

は

も

た

さ

さ

「
各
吾
に
逢
わ
む
と
に
は
、
天
羽
衣
・
天
羽
裳
を
造
り
、
火
を
炬
き
、
鉾
を
塗
げ
て

み

お

や

の

か

み

か

な

あ

ま

つ

か

み

み

こ

ゆ

め

み

い

は

時
に
御
祖
神
等
、
恋
ひ
慕
ひ
哀
し
み
思
ほ
す
。
夜
天
神
の
御
子
を
夢
る
に
云
く

や

旧記に魂く。繩僻多多須玉依媛命始めて川上に遊びし時、美しき箭流れ来たりて身

ｌ
ｍ
Ｉ



五
『
新
琿

鴨
縣
主
本
系
。

賀
茂
縣
主
同
祖
。
神
魂
命
孫
武
津
之
身
命
之
後
也
。
日
本
磐
余
彦
命
子
天
皇
（
論
神
武
）
。
欲
向
中
州

之
時
。
山
中
嶮
絶
。
賊
渉
失
路
。
於
是
神
魂
命
孫
鴨
建
耳
津
身
命
。
化
如
大
烏
翔
飛
奉
道
。
遂
達
中

州
。
天
皇
嘉
其
有
功
。
特
厚
褒
賞
。
天
八
腿
烏
之
号
。
従
此
始
也
。
因
賜
葛
野
縣
居
焉
。
男
玉
依
彦

命
十
一
世
孫
大
伊
乃
伎
命
。
男
大
屋
奈
世
。
若
帯
彦
天
皇
（
論
成
務
）
御
世
。
定
賜
鴨
縣
主
。
［
中
略
］

（
○
第
十
六
巻
鴨
縣
主
。
鴨
脚
家
本
『
新
撰
姓
氏
録
』
残
簡
。
）

（
佐
伯
有
清
著
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
、
吉
川
弘
文
館
で
誤
巴

［
書
き
下
し
文
（
市
の
私
案
）
］

賀茂縣主と同祖ふ蝿命鞠必雄の獺鵡埼か鍬言髄の後なり。［蝿］唯林蝋鍵鍬銃

か
も
の
あ
が
た
い
し

失う．ここに於い弥蝿吋翔壁妬の鰔職鱗聴潮鍬錘瀧か謎の如く化り、鋪き群

な

認め難（識り繩じ輔）中州へ向かはむと欲する時、山中嶮絶にして

趨嶋熾儲の毒雌より始まるなり。因りて葛野の縣を賜いて隙みおわんぬ。男玉

よ

か

ど

の

そ

の

こ

依彦命の十一世の鍼は嬬鍬砿憾錠。薙一蕊蕊世舗搾蹄戯讓め望（識り錨菅灘）

よ
し

て醗縣きた篝つり、遂に中州に灘る。蘓望その功有るを嘉み特に厚く褒賞す。

校
訂
新
撰
姓
氏
録
（
諸
写
本
を
比
較
・
校
訂
し
た
も
の
）

賀
茂
縣
主
神
魂
命
孫
、
武
津
之
身
命
之
後
也
。

賀
茂
縣
主
同
祖
。
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
（
論
神
武
）
欲
向
中
州
之
時
、
山
中
嶮
絶
、
賊
渉
失
路
。
於

是
、
神
魂
命
孫
、
鴨
建
津
之
身
命
、
化
如
大
烏
、
翔
飛
奉
導
、
遂
達
中
州
。
天
皇
嘉
其
有
功
、
特
厚

褒
賞
。
天
八
腿
烏
之
号
、
従
此
始
也
。

（
田
中
卓
著
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
亨
急
巴

鴨
縣
主

み
よ
か
も
の
あ
が
た
ぬ
し

の
御
世
に
鴨
縣
主
に
定
め
賜
う
。

『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文

｜
の
Ｉ

賊ふ
わ
た

み
渉
る
に
路
を


